みんなで作ろう！長岡枝豆アート！

意図：市民参加型イベントにより、枝豆サポーターを増やします。
対象：長岡市民　3,000人
対象人数の算出
　　　　公式イベント（地域イベントなど）
活動期間（月）×イベント数×動員人数
　　　　　　6か月（4～10月）×2回×200人＝2,400人
　　　　他イベント（児童館訪問、学校訪問など）
活動期間（月）×イベント数×動員人数
　　　　　　6か月（4～10月）×1回×100人＝600人
　　　　合計　　2,400＋600＝3,000人
方法：各イベント会場などで、枝豆キャラクターと写真を撮りシールを作成します。
　　　枝豆の絵でかたどった新潟県の絵にそのシールを張り付けて行きます。
　　　スタート位置は長岡市。発信源からどんどん増やしていき、枝豆アートを3,000人のサポーターの笑顔で埋め尽くします。
内容：サポーターを増やすことは話題になり、さらに人を呼び込むことができます。その為に、参加型のイベントを行うことでその効果を図ります。
　　　参加者を呼び込むために、オリジナルキャラクター・ソング・缶バッジ・枝豆振る舞いを有効に活用します。

効果：今事業の進行具合が確認でき目標設定ができます。
　　　通年事業の最終成果として示すことができます。
　　　市民参加型のイベントにすることでサポーターとの接点ができ、活動をPRすることができます。
　　　市民参加型の活動により話題性が高く、メディア対策として効果が見込めます。
　　　参加していただいたことにより、参加者が口コミ、SNSなどにより広めていただく効果が見込める。
　　　長岡から枝豆が発信されていることが一目でわかります。
　　　新潟県を埋め尽くしていく過程で、他地域との協働も可能性が考えられます。
　　　
参考：サポーターを増やすことは、話題をつくり参加した方々からその話題を広めていただくことが最大の目的でありその効果は計れるものではありません。そのため、設定する目標に対し質の高い活動を心掛けることが重要です。
　　　参加して頂いた方から多くの人へ広めていただけるように活動することが必要です。
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